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①出土状況…本来足を置く面が裏返しになっている

②復元図
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　「大足」ってご存知ですか？ぬかるむ田んぼで農作業の時に履

いて使う農具です。「方形枠付き田下駄」とも呼ばれ、弥生時代

以降近代に至るまで、全国各地で農作業に使われていたことが

わかっています。近代頃の農家では苗代に肥料を踏み込むため

に使われていました。

　
　松原田中遺跡では、今年度の調査で、古墳時代頃の大足が裏

返しになった状態で出土しました (右図①)。大きさは、長さ

89.4cm、幅 49.8cm、厚さ 3.8cmでした。

　大足の仕組みは、格子状に木材を組んで、真ん中に足を乗せ

る「足板」を固定します (右図②)。枘穴に差し込んだ木材は、木

製の楔で固定して抜けにくくしてあることがわかりました。

　
　大足は、たくさんの木材を使って枘穴結合で組み立てるので、

頑丈で大きくて重くなります。この大きさと重さは、田植え前

の耕土を攪拌し、水平にならすことに適していました。近代の

農家での大足の使い方等を参考にすると、弥生時代以降の遺跡

から出土するものも同じ使い方だったのではと想定されます (右

図③)。

　弥生時代の人たちが培った農業の伝統が、最近まで引き継が

れてきたことに驚きを覚えます。 ③使用復元図
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　農作業に使う道具はいろ

いろありますが、今回は、

大昔の人々が農耕に使いは

じめた農具で、「大足」と

いう道具についてお話しし

ます。

松原田中遺跡全景（東から）
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先が欠けていますが、「Ｙ」字
状に三叉に分かれた形です。

土製支脚 (左 ) と
移動式カマド ( 右 )
の使い方 ( 想定 )
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写真②
柱の穴から見つかった様子

写真③
柱の穴から見つかった様子

写真④
ひっくり返すとこんな感じ
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